












































































































































































































































































































































































具体的な状況 :要因Aによる状況 候補要素が一つ以上 候補要素が一つのみ
-ー・・・・ー・4・...・e・・・・・・・・・・・ー・・・事...
要因Bによる状況 意味特徴 (単)<最上順位〉 (単)<唯一限定〉
文脈や常識に
(単)<意外異例〉 (複)<異常特立〉 (複)<譲歩異例〉
反する
文脈や常識に
(単)<一般特立〉 (複)<注釈補充〉 (複)<同列対比〉
反しない
5.おわりに
本稿では、単文に用いられる「こそ」と複文の従属節に用いられる「こそ」について、
「こそJの現れる環境によって生じる多様な意味特徴、及びその意味特徴に影響を与
えるコンテクスト的要因を明らかにした。そして、単文の「こそjと複文の従属節の
「こそ」の意味特徴が、一つの共通意味を共有しながら、同じコンテクスト的要因に
よって生じた同質のものであるという意味的関係性を明らかにした。
本稿では、単文と複文の逆接節に用いられる「こそjを考察対象としたが、現代語
「こそ」の特徴をより全面的に把握するために、逆接節以外の従属節における「こそJ
の使用実態についても考察する必要がある。そして、様々な従属節における「こそ」の
使用実態は、「こそJのどのような特徴を表しているのかを考える必要がある。これら
の点の考察は今後の課題としたい。
注
l本稿で冒う「複文の従属節」は主にr-が/-けれども/-けど/-ても/-ものの」といった逆接関係を
表す従属節のことを指す。なお、「太郎こそ委員長にふさわしいから、彼に投耳目した。Jという文のように、
「こそ」は他の複文の従属節にも現れる場合が見られるが、そのようなr-からjなどの他の複文の従属節に
現れる「こそjに関する考察は別稿に襖り、本稿の考察対象としない。
2.厳密に言えば、「反駁Jは「こそ」が持つ意味ではなく、〈特立〉の意味を表す「こそ」に認用論的条件が加わる
ことにより生じる一種の「効果jである。
3. rその部分」は抽象的な形としてまとめると、rxこそPJ全体のことである。
4後述する丹羽(1997)は、異なる用法の「こそJを別のものとしている。
5出典記織のない例文は筆者の作例である。
6寺村(1991)の記述の不十分なところを輪、足する研究の代表的なものとして、丹羽(1997)、日本語記述文法
研究会(2∞9)などが挙げられる。
7. r総記」という用話は「述語の表す内容に対して主語をとりたて、主務にrx、そしてXのみがIという合意を
持たせる用法である(鈴木2014:36)Jとされるのが一般的だと思われるが、丹羽(1997)では総記を表す「がJ
言ZE科学捻:!I<第23号2019年 63 
との比較に基づき、「こそ」の意味の記述に「総記」の用語を用いている。その用語の用い方には問題がある
と思われるが、本節ではその「こそJの意味に関する具体的な論述に注目するため、「総記の『こそJという
言い方をそのまま引用する。
8. Ir例外の補足』の『こそJJ及びIr同列の対比jの『こそJという用誇は、丹羽(1997)に基づいて、銃者がその
解釈を簡略化して付けた、異なる種類の「こそ」の名称である。
9.ここの「従属節Jとは、1-が/-けれども/-けど/-ても/ーもののjなどの逆接関係を表す従属節であ
る。
10この「候補要紫」は、「こそ」によってとりたてられる要紫IXJと「こそ」によって暗示されるrX以外の要素
(y、Zなど)Jを含む。
1 後述するが、「こそ」は本質的に「事態のとりたてJを表すと思われる。ただし、その候補要紫(X、Y、Zな
ど)が同じ述部(p)を共有している場合、その「こそ」の意味特徴を分析するとき、便宜上共有している述書官
Pを省略し、候補要紫だけを扱うこととする。
12本稿では、挙げられた文学作品の膏IJ文は全てf現代日本語智き音楽均衡コーパスJ(国立国語研究所)
(BCCWJ)から摘出した。
13なお、単文に用いられる「こそ」の意味特徴を解釈する場合、要因Aの影響が要因Bの影響より更に顕著で
あると感じられる。それは、「こそ」が単文に用いられる場合、とりたてられる事柄と前後文脈の内容との繁
がりは、複文における従属節と主節との繋がりほど緊密:ではないためであると恩われる。一方、「こそ」が複
文の従属節に用いられる場合、従属節で述べられた事柄(即ち、「こそJによってとりたてられる事柄)と主
節の内容との繋がりはより緊密となり、要因Bの影響がより顕著になると推測できる。
14. r他の事態の存在を暗示するJという意味について、候補要素が一つしかない場合、「こそ」は使えないとい
う現象からも検証できる。例えば、「門委員長に立候補した人は太郎一人で、太郎こそふさわしい。」のよう
な「こそ」の文は不自然である。なお、「こそ」が現れる節の前後文脈でX以外の候補要素が明示されている
場合もある。その場合、「イ也の事態の存在を暗示するJ意味は存在するが、そのような特定の文脈の影響によ
り感じられなくなる。
15. r今の状況Jと「当時の状況」は対立する同列の事柄であり、内容的にそれぞれ異なる時期の状況に対する
叙述である。両事柄の内容は形式的に「肯定否定Jという対比関係をなしているが、同一物に対する叙述で
はない(異なる時期の同一物は別物と考えられる)。それゆえ、「こそJによってとりたてられる事柄は文脈
の内容に反していないと思われる。
16表2では、単文の「こそJの意味特徴の前に(単)という表記を付けており、複文の従属節の「こそJの意味特
徴の前に(複)という表記を付けている。
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